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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　形状変形可能なエアロゾル形成基体を使用するエアロゾル発生装置を提供するための方
法であって、
　成形キャビティを備える装置ハウジングを備えるエアロゾル発生装置を提供することで
あって、前記成形キャビティは、成形型の第一の成形半部と第二の成形半部の間の平坦で
ない成形空間に少なくとも部分的に対応し、前記第一の成形半部および前記第二の成形半
部は前記装置ハウジングの内表面である、エアロゾル発生装置を提供することと、
　前記成形キャビティの中へと押し込まれた時に変形し、かつ前記成形型の閉鎖の際に前
記成形型内の前記平坦でない成形空間に対応する形状を有する平坦でないエアロゾル形成
基体へと変形されるように適応された平坦なエアロゾル形成基体を提供することと、を含
む方法。
【請求項２】
　マウスピースおよび本体部分を備える装置ハウジングであって、前記本体部分が錐台を
含む形状を有する第一の内表面を備え、前記マウスピースが前記本体部分の前記第一の内
表面の前記形状に対応する形状を有する第二の内表面を備え、前記第一の内表面と第二の
内表面が中空の錐台を含む前記形状にある前記平坦でない成形空間を有する前記成形型の
前記第一の成形半部と第二の成形半部を形成する、装置ハウジングを提供することと、
　アクセスする際に前記成形型が開放され、かつ前記平坦なエアロゾル形成基体が前記成
形型内に定置されるように、また、固定する際に前記成形型が閉鎖され、かつ前記平坦な
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エアロゾル形成基体が中空の錐台を含む形状を有する平坦でないエアロゾル形成基体へと
変形されるように、前記成形型にアクセスするための、および前記成形型を固定するため
の機構を提供することと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　エアロゾル形成基体を受け入れるための成形キャビティを備える装置ハウジングを備え
るエアロゾル発生装置であって、
　前記成形キャビティが、成形型の第一の成形半部と第二の成形半部の間の成形空間に少
なくとも部分的に対応し、前記第一の成形半部および前記第二の成形半部が前記装置ハウ
ジングの内表面であり、前記装置ハウジングの内表面は、前記第一の成形半部がくぼみで
あり、かつ前記第二の成形半部が対応して形成された突出部であるように形成され、また
は前記装置ハウジングの内表面は、前記第二の成形半部がくぼみであり、かつ前記第一の
成形半部が対応して形成された突出部であるように形成され、
　開放した装置ハウジングに対応する前記成形型の開放状態において、前記エアロゾル発
生装置は、平坦なエアロゾル形成基体を前記第一の成形半部と第二の成形半部の間に受け
入れるように適合され、
　閉鎖された装置ハウジングに対応する前記成形型の閉鎖された状態において、前記第一
の成形半部と第二の成形半部の間の前記成形空間は平坦でない形状を有し、
　前記第一の成形半部および第二の成形半部が、前記第一の成形半部と第二の成形半部の
間に供給された平坦なエアロゾル形成基体を、前記成形型の閉鎖の際に前記成形型内の前
記平坦でない成形空間に対応する形状を有する平坦でないエアロゾル形成基体へと変形す
るように適合されている、エアロゾル発生装置。
【請求項４】
　前記装置ハウジングがマウスピースおよび本体部分を備え、前記本体部分が錐台を含む
形状を有する第一の内表面上に配置された発熱体を備え、前記マウスピースが前記本体部
分の前記第一の内表面に対応する形状を有する第二の内表面を備え、
　前記第一の内表面および第二の内表面は前記第一の成形半部および第二の成形半部を形
成し、マウスピースと本体部分の組み立てられた状態において、前記成形型は、中空の錐
台を含む形態の前記成形半部の間の前記平坦でない成形空間を形成する閉位置にあり、
　前記成形半部が、前記成形半部の間に供給された平坦なエアロゾル形成基体を中空の錐
台を含む形状を有する平坦でないエアロゾル形成基体へと変形するように適合されている
、請求項３に記載のエアロゾル発生装置。
【請求項５】
　前記第一の内表面が、前記装置本体から前記装置本体の長軸方向軸に沿って突出する錐
台を含むオス成形半部に対応し、また前記マウスピースの前記第二の内表面が逆錐台を含
むメス成形半部に対応し、または、前記第二の内表面が、前記装置本体から前記装置本体
の長軸方向軸に沿って突出する錐台を含むオス成形半部に対応し、また前記マウスピース
の前記第一の内表面が逆錐台を含むメス成形半部に対応する、請求項４に記載のエアロゾ
ル発生装置。
【請求項６】
　前記マウスピースと前記本体部分の間のエアロゾル形成基体と、前記装置ハウジングの
組み立ての際の前記マウスピースおよび前記本体部分とのうちの少なくとも一つを整列す
るために、整列要素をさらに備える、請求項４～５のいずれか一項に記載のエアロゾル発
生装置。
【請求項７】
　前記整列要素が、前記装置の中央に配置された中央整列要素である、または前記整列要
素が、前記マウスピースおよび前記本体部分の周囲に沿って配置された周囲要素である、
請求項６に記載のエアロゾル発生装置。
【請求項８】
　前記整列要素が、前記マウスピースと前記本体部分の取り外し可能な組立を可能にする
接続要素として具体化される、請求項６～７のいずれか一項に記載のエアロゾル発生装置
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。
【請求項９】
　成形半部を形成する内表面が複数の開口部を有して提供され、前記複数の開口部を有し
て提供された前記成形半部の前記内表面を通って、エアロゾルが前記成形型を離れること
を可能にする、請求項３～８のいずれか一項に記載のエアロゾル発生装置。
【請求項１０】
　請求項３～９のいずれか一項に記載のエアロゾル発生装置内で使用する平坦なエアロゾ
ル発生物品であって、固体のたばこ含有エアロゾル形成基体を備え、かつ少なくとも部分
的に凸状の外周を有し、前記エアロゾル発生装置の前記成形型の閉鎖の際に円錐形状へと
変形可能である、平坦なエアロゾル発生物品。
【請求項１１】
　ディスク形状の物品、または平坦な折り畳まれた物品である、請求項１０に記載の平坦
な物品。
【請求項１２】
　装置内の前記物品を整列するための整列開口部を少なくとも備える、請求項１０～１１
のいずれか一項に記載の平坦な物品。
【請求項１３】
　前記エアロゾル形成基体を含む少なくとも一つの層と、エアロゾルが開放した層の中を
流れるように適合された前記開放した層とを備える層状構造を備える、請求項１０～１２
のいずれか一項に記載の平坦な物品。
【請求項１４】
　エアロゾル発生システムのためのキットであって、
　成形キャビティを備える装置ハウジングを備えるエアロゾル発生装置であって、前記成
形キャビティが成形型の第一の成形半部と第二の成形半部の間の平坦でない成形空間に少
なくとも部分的に対応し、前記第一の成形半部および前記第二の成形半部が前記装置ハウ
ジングの内表面であり、前記成形型が長軸方向の成形型の延長部および横方向の成形型の
延長部を有する、エアロゾル発生装置と、
　長軸方向の基体の延長部および横方向の基体の延長部を有する平坦なエアロゾル形成基
体を含む平坦なエアロゾル発生物品と、を備え、
　前記平坦なエアロゾル発生物品が、前記装置ハウジングの前記第一の成形半部と第二の
成形半部の間の前記成形キャビティ内に取り付けられるように構成され、かつ前記成形型
の閉鎖の際、前記成形型内の前記平坦でない成形空間に対応する形状を有する平坦でない
エアロゾル形成基体へと変形されるように構成され、
　また、前記横方向の基体の延長部が前記横方向の成形型の延長部よりも大きい、または
前記長軸方向の基体の延長部が前記長軸方向の成形型の延長部よりも大きい、キット。
【請求項１５】
　前記エアロゾル形成基体が、前記装置ハウジングの横方向の延長部よりも大きい横方向
の基体の延長部を有する、請求項１４に記載のキット。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、形状変形可能なエアロゾル形成基体を使用するエアロゾル発生装置を提供す
るための方法、およびかかる装置で使用する平坦なエアロゾル発生物品に関する。本発明
はまた、エアロゾル発生装置と平坦なエアロゾル発生物品を備えるエアロゾル発生システ
ムのためのキットに言及する。
【背景技術】
【０００２】
　燃焼されるのではなく加熱されるエアロゾル形成基体を使用する様々なエアロゾル発生
装置が周知である。こうした装置で使用されるエアロゾル形成基体は典型的に、一般的な
喫煙物品の形状を模倣し、大きい気化表面を提供するロッド形状を有する。しかし、これ
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らの基体、または基体を備える物品は、貯蔵のために最適化されていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　それ故、貯蔵のために小さいスペースしか必要とせず、かつエアロゾル形成のために大
きい表面を提供するエアロゾル発生物品を有することが望ましいことになる。こうした物
品を使用するために適合されるエアロゾル発生装置、およびこうした物品を使用するエア
ロゾル発生装置を提供するための方法を有することも望ましいことになる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　従って、本発明により、形状変形可能なエアロゾル形成基体を使用するエアロゾル発生
装置を提供するための方法が提供されている。方法は、成形キャビティを備える装置ハウ
ジングを備えるエアロゾル発生装置を提供する工程を含む。成形キャビティは、成形型の
第一の成形半部と第二の成形半部の間の成形空間に少なくとも部分的に対応し、第一の成
形半部および第二の成形半部は装置ハウジングの内表面である。方法は、成形キャビティ
の中へと押し込まれ、かつ平坦でないエアロゾル形成基体へと変形された時、変形するよ
うに適合された平坦なエアロゾル形成基体を提供する工程をさらに含む。方法は、装置ハ
ウジングを開放する工程であって、それによって第一の成形半部と第二の成形半部を開く
工程と、平坦なエアロゾル形成基体を第一の成形半部と第二の成形半部の間で位置付ける
工程とを含んでもよい。なおさらなる工程は、装置ハウジングを閉鎖することを含んでも
よく、それによって第一の成形半部と第二の成形半部を閉鎖し、かつそれによって平坦な
エアロゾル形成基体を平坦でないエアロゾル形成基体へと変形する。平坦でないエアロゾ
ル形成基体は、成形型の閉鎖の際に、成形型内で平坦でない成形空間に対応する形状を有
することが好ましい。
【０００５】
　平坦なエアロゾル形成基体が提供されており、これは製造する上で、およびスペースを
節約できる方法で積み重ねて貯蔵する上で、簡単でありコスト効果が高い。個々の包装が
簡素化され、これは製品をより長い間新鮮に保つ場合があり、また輸送中の損傷を減らす
場合がある。特に、エアロゾル形成基体は、たばこ含有エアロゾル形成基体であってもよ
く、固体のたばこ含有エアロゾル形成基体であることが好ましい。
【０００６】
　平坦な形状から平坦でない形状（例えば、三次元的な幾何学的形態）への、エアロゾル
形成基体の形状の変形可能性は、好ましくはエアロゾル形成基体の総表面または総量を減
らすことなく小さい装置の製造を容易にする場合がある。変形可能性に起因して、エアロ
ゾル形成基体を受け入れるために提供される比較的小さいキャビティ内でさえ、平坦な基
体は、気化される物質に対して大きい場合があり、また大きい表面積を提供する場合があ
る。平坦な基体は、装置自体の寸法よりも大きい、例えばエアロゾル形成基体を受け入れ
るための成形キャビティの寸法よりも大きい、または成形型の寸法よりも大きい寸法を有
することが好ましい。例えば、平坦な基体は、装置ハウジングの直径または横方向の延長
部よりも大きい、成形キャビティの幅または長さまたは直径よりも大きい、もしくは成形
型の直径または幅または長さよりも大きい、幅または長さまたは直径を有してもよい。
【０００７】
　平坦な基体は基本的に、実質的に二次元的であると見なされてもよく、基体の厚さを理
論上無視してもよい。「平坦な」基体または「平坦な」物品という用語は本明細書全体を
通して、実質的に二次元の位相幾何学的マニホールドの形態である基体または物品を意味
するために使用される。従って、平坦な基体または平坦な物品は、表面に沿った二つの寸
法が第三の寸法よりも実質的に長く延びる。特に、その表面内での二つの寸法での平坦な
基体または平坦な物品の寸法は、表面に対して垂直な第三の寸法の少なくとも５倍である
。平坦な基体または平坦な物品の例は、二つの実質的に平行な想像上の表面間の構造であ
って、これらの二つの想像上の表面間の距離は、その表面内の延長部よりも実質的に小さ
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い。平坦な基体、または基体を備える平坦な物品は、平面状であることが好ましい。
【０００８】
　装置を準備する際の基体の変形を通して、平坦な基体は装置の成形型内でその最終的な
平坦でない形状へと成形される。成形プロセスによって、平坦な基体は変形され、かつ形
作られて第三の寸法へと延びる。従って平坦な基体の横方向の延長部は、第三の寸法での
延長に有利になるように縮小される。成形半部を閉鎖する際に、その変形に起因する平坦
な基体の横方向の寸法の縮小は、成形型の中へ、または成形キャビティの中へ、または装
置の中へさえも、それぞれ嵌合すると思われるよりも大きい基体の使用を可能にする。
【０００９】
　平坦なエアロゾル形成基体の厚さは、０．２ミリメートル～６ミリメートルの範囲内で
あってもよく、０．５ミリメートル～４ミリメートル、例えば０．２ミリメートル～２ミ
リメートル、または０．４ミリメートル～４ミリメートルであることが好ましい。
【００１０】
　本明細書を通して値が述べられる時はいつでも、その値が明示的に開示されることが理
解される。しかし、値は技術的考慮のために厳密に特定の値ではなくてもよいことも理解
される。
【００１１】
　エアロゾル形成基体またはエアロゾル発生物品は、平坦でない形状に変形可能となるよ
うな順応性を備える。基体および物品は、変形の際に破断または破壊しないような順応性
を備えることが好ましい。変形は、基体または物品をそれ自体の上に折り畳むことを除外
することが好ましい。基体は成形の際に１３５度を超えて折り畳まれないことが好ましく
、成形型内で成形される際に９０度を超えて折り畳まれないことがより好ましい。
【００１２】
　平坦な基体は、エアロゾル形成基体の単一のシートの形態で提供されてもよく、または
平坦な基体をそれでもなお形成するような折り畳まれた形態で提供されてもよい。装置の
成形型内では、単一のシートは三次元的幾何学的形態へと変形されてもよく、例えば円錐
様の形状、波形シート、起伏ある波型形状シート、または中空のもしくは中実のロッド（
複数可）へと変形されてもよい。装置の成形型内では、折り畳まれた平坦な基体は、平坦
でない基体を形成するように折り畳まれていない状態にされ、例えば管状形状または円錐
様形状にされる。
【００１３】
　エアロゾル形成基体は、好ましくは成形型内に配置された発熱体に対して押し付けられ
るので、装置を使用のために準備する際のエアロゾル形成基体の成形はまた、非常に効率
的な加熱を保証する。
【００１４】
　本発明による方法は、マウスピースおよび本体部分を備える装置ハウジングを提供する
工程を含んでもよい。本体部分は錐台を含む形状を有する第一の内表面を備える。マウス
ピースは、例えば対応する錐台を含む本体部分の第一の内表面の形状に対応する形状を有
する第二の内表面を備える。第一の内表面および第二の内表面は、中空の錐台を含む形態
にある成形空間を有する第一の成形半部および第二の成形半部を形成する。なおさらなる
方法工程は、成形型にアクセスするための、および成形型を固定するための機構であって
、その結果、アクセスする際に成形型が開放され、かつ平坦なエアロゾル形成基体が成形
型内に定置されてもよく、またその結果、固定する際に成形型が閉鎖され、かつ平坦なエ
アロゾル形成基体が中空の錐台を含む形状を有する平坦でないエアロゾル形成基体へと変
形される、機構を提供することを含む。成形型へのアクセスは、マウスピースと本体部分
の少なくとも部分的な分解によって提供されている。成形型の固定は、マウスピースと本
体部分の組立または再組立のそれぞれによって提供されてもよい。部分的な分解において
、マウスピースと本体部分は完全には分離されない。部分的な分解は、例えばマウスピー
スと本体部分の間のヒンジ接続を備えてもよい。成形型にアクセスするためにはマウスピ
ースと本体部分は完全に分解されることが好ましい。
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【００１５】
　平坦な基体を錐台を含む形状へと変形する方法は、典型的には装置の外径よりさらに大
きい成形型の直径を有する、やや大きい平坦なエアロゾル形成基体の使用を容易にする。
変形された基体は、錐台を含む形状を有してもよく、例えば円錐形状を有してもよく、こ
の形状はエアロゾル形成において効率的であること、およびエアロゾル発生装置の使用と
取り扱いにおいて好都合であることが証明されている。こうした基体の形態は、非常に効
率的な方法で（例えば、錐台の側壁全体に沿って）加熱されてもよい。こうした基体の形
態は、単純な方法で（例えば、使用済みの基体に触れる必要なく）装置から取り出されて
もよい。
【００１６】
　さらに、この方法は、このようにマウスピースと本体部分を備える周知のセットアップ
で装置を製造することを可能にし、基体、または基体を備える物品は、二つの装置部品の
間に定置される。
【００１７】
　本明細書で使用される「エアロゾル発生装置」という用語は、エアロゾルを生成するた
めのエアロゾル形成基体との相互作用のために構成された装置を説明するために使用され
る。エアロゾル発生装置は手持ち式装置であってもよい。エアロゾル発生装置は、ユーザ
ーによってユーザーの口を通して直接吸入可能なエアロゾルを生成するための吸煙装置で
あることが好ましい。エアロゾル発生装置は、エアロゾル形成基体を備えるエアロゾル発
生物品を使用するために、特に本発明による、および本明細書に記載のエアロゾル発生物
品を使用するために構成されていることが最も好ましい。
【００１８】
　装置内での加熱は本体部分内で提供されてもよく、またはマウスピース内で提供されて
もよい。加熱は、例えば抵抗加熱であってもよく、または誘導加熱であってもよい。加熱
は、第一の成形半部を加熱するために提供されてもよく、または第二の成形半部を加熱す
るために提供されてもよい。加熱は、例えば成形半部のいずれの中に組み込まれてもよい
。エアロゾル形成基体を加熱するために、一つのまたは幾つかの発熱体が提供されてもよ
い。基体セクションの選択的な、例えば逐次的な加熱のために、幾つかの発熱体が提供さ
れてもよい。
【００１９】
　本発明によると、エアロゾル形成基体を受け入れるための成形キャビティを備える装置
ハウジングを備えるエアロゾル発生装置も提供されている。成形キャビティは、成形型の
第一の成形半部と第二の成形半部の間の成形空間に少なくとも部分的に対応する。第一の
成形半部および第二の成形半部は装置ハウジングの内表面である。成形型の開放状態（こ
の開放状態は開放した装置ハウジングに対応する）において、エアロゾル発生装置は、平
坦なエアロゾル形成基体を第一の成形半部と第二の成形半部の間に受け入れるように適合
されている。成形型の閉鎖された状態（この閉鎖された状態は閉鎖された装置ハウジング
に対応する）では、第一の成形半部と第二の成形半部の間の成形空間は、平坦でない形状
を有する。
【００２０】
　第一の成形半部および第二の成形半部は、対応する形状を有してもよく、例えば装置ハ
ウジングの内表面は、第一の成形半部はくぼみであってもよく、かつ第二の成形半部は対
応して形成された突出部であってもよいように形成されてもよく、またはその逆も可であ
る。第一の成形半部および第二の成形半部は同一の形状を有してもよい。例えば、第一の
成形半部はくぼみであってもよく、また第二の成形半部もくぼみであってもよい。
【００２１】
　第一の成形半部と第二の成形半部は、第一の成形半部と第二の成形半部の間に供給され
た平坦なエアロゾル形成基体を、装置ハウジングの閉鎖と直接的に相互に関係することが
好ましい成形型の閉鎖の際に、成形型内の平坦でない成形空間に対応する形状を有する平
坦でないエアロゾル形成基体へと変形するように適合されている。
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【００２２】
　第一の成形半部または第二の成形半部のうちの一つは、変形された平坦でないエアロゾ
ル形成基体を加熱するための発熱体を備えてもよい。
【００２３】
　装置ハウジングはマウスピースおよび本体部分を備えてもよい。本体部分は錐台を含む
形状を有する第一の内表面上に配置された発熱体を備えてもよい。マウスピースは、本体
部分の第一の内表面に対応する形状を有する第二の内表面を備えてもよい。第一の内表面
および第二の内表面は第一の成形半部および第二の成形半部を形成し、マウスピースと本
体部分の組み立てられた状態において、成形型は、中空の錐台を含む形態の成形半部の間
に成形空間を形成する閉位置にある。成形半部は、成形半部の間に供給された平坦なエア
ロゾル形成基体を中空の錐台を含む形状を有する平坦でないエアロゾル形成基体へと変形
するように適合されている。
【００２４】
　第一の内表面および第二の内表面は、本体部分とマウスピースの組み立ての際に平坦な
エアロゾル形成基体が中空の錐台状へと、または中空の円錐形状の基体へと変形されるよ
うに形成されてもよい。
【００２５】
　本体部分の第一の内表面は、逆錐台の形状を含むくぼみとして形成されてもよい。その
後、マウスピースの第二の内表面は、錐台の形状を含む突出部として形成され、またはそ
の逆も可である。従って、第一の内表面は、装置本体から装置本体の長軸方向軸に沿って
突出する錐台を含むオス成形半部に対応してもよく、またマウスピースの第二の内表面は
、逆錐台を含むメス成形半部に対応してもよく、またはその逆も可である。
【００２６】
　内表面の錐台は、例えば円錐状の、角錐状の、または星型形状の錐台であってもよい。
対応する他方の内表面の逆錐台は、逆円錐状の、逆角錐状の、または逆星型形状の錐台で
あることが好ましい。
【００２７】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾル形成基体をマウスピースと本体部分の間に整列する
ために、または装置ハウジングの組み立ての際にマウスピースと本体部分を整列するため
に、またはエアロゾル形成基体をマウスピースと本体部分の間に整列するために、および
装置ハウジングの組み立ての際にマウスピースと本体部分を整列するために整列要素を備
えてもよい。
【００２８】
　エアロゾル形成基体、本体部分、またはマウスピースのうちのいずれか一つまたは全部
は整列要素を備えてもよい。
【００２９】
　整列要素は、装置ハウジング内または基体内で、例えば本体部分およびマウスピース上
に、対称的に配置されることが好ましい。整列要素は、装置の中央に（例えば、装置の中
央長軸方向軸上に）配置された中央整列要素であってもよい。整列要素は、マウスピース
および本体部分の周囲に沿って配置された周囲要素であってもよい。
【００３０】
　装置には、マウスピースと本体部分の取り外し可能な組み立てを可能にする接続要素が
提供されてもよい。接続要素は、例えばぴったりとした嵌合として、クランプとして、磁
気的固定具として、またはスナップ式装着として具体化されてもよい。
【００３１】
　整列要素は接続要素として具体化されてもよく、または接続要素は整列要素として具体
化されてもよい。
【００３２】
　気流チャネルは成形キャビティを通して提供されてもよく、装置ハウジングの長軸方向
に沿って、特に成形キャビティの長軸方向の延長に沿って提供されることが好ましい。気
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流チャネルは、成形型を通過するように、例えば第一の成形半部と第二の成形半部の間を
通過するように提供されてもよい。気流チャネルは、成形型のみを通過するように提供さ
れてもよい。
【００３３】
　成形キャビティを通して、特に成形型を通して、複数の気流チャネルが提供されてもよ
い。個々の気流チャネルは、例えばエアロゾル形成基体の一部分のみを空気またはエアロ
ゾルが通過するように提供されてもよい。
【００３４】
　エアロゾル発生装置において、成形半部を形成する内表面は、複数の開口部を有して提
供されてもよい。複数の開口部は、複数の開口部が提供された成形半部の内表面を通って
エアロゾルが成形型を離れることを可能にする。複数の開口部は、例えば微穿孔または多
孔性材料の形態で提供されてもよい。成形半部を形成する内表面内の複数の開口部は、成
形型内の基体の加熱によって形成されたエアロゾルが成形型を離れるための、および気流
が成形型を通過するための実質的に唯一の経路でありうる。しかしながら、成形型または
成形キャビティの中へと空気を入らせるために、およびエアロゾルと空気を成形型から離
れさせるために、成形型内または成形型を備える成形キャビティ内にさらなる気流チャネ
ルが配置されてもよい。
【００３５】
　一つまたは幾つかの気流チャネル、または開放している成形型の表面は、成形型または
成形キャビティを気流が通過するように提供されてもよい。しかし、エアロゾル形成基体
にわたる気流を増大して、スペースを拡大するために、または十分な量のエアロゾルが装
置の下流で運ばれている間に気流経路へと放出されることを可能にするために、一つまた
は幾つかの気流チャネルまたは開放している成形型の表面が提供されてもよい。
【００３６】
　本明細書で使用される「エアロゾル形成基体」という用語は、吸入可能なエアロゾルを
形成するための揮発性物質を放出できる基体を意味する。エアロゾル形成基体は加熱に伴
い基体から放出される揮発性のたばこ風味化合物を含む、たばこ含有材料を含んでもよい
。特に、エアロゾル形成基体は、たばこ含有エアロゾル形成基体であってもよく、固体の
たばこ含有エアロゾル形成基体であることが好ましい。別の方法として、エアロゾル形成
基体は非たばこ材料を含んでもよい。エアロゾル形成基体は、エアロゾル形成体をさらに
含んでもよい。適切なエアロゾル形成体の例は、グリセリンおよびプロピレングリコール
である。
【００３７】
　エアロゾル形成基体は、例えば薬草の葉、たばこ葉、たばこの茎の断片、再構成たばこ
、均質化したたばこ、押出成形たばこ、および膨化たばこのうちの一つ以上を含有する粉
末、顆粒、ペレット、断片、スパゲッティ撚糸、細片またはシートのうちの一つ以上を含
んでもよい。
【００３８】
　随意に、エアロゾル形成基体は、そのエアロゾル形成基体の加熱に伴い放出される追加
的なたばこまたは非たばこ揮発性風味化合物を含んでもよい。エアロゾル形成基体はまた
、例えば追加的なたばこまたは非たばこ揮発性風味化合物を含むマイクロカプセルも含ん
でもよく、またこうしたマイクロカプセルは固体エアロゾル形成基体の加熱中に溶けても
よい。
【００３９】
　エアロゾル形成基体は、所望の形状の平坦な一片のエアロゾル形成基体へと形成された
、または切断された均質化したたばこ材料のシートを備えてもよい。
【００４０】
　エアロゾル形成基体は実質的にディスク形状であってもよい。エアロゾル形成基体は実
質的に長方形であってもよい。
【００４１】



(9) JP 6975176 B2 2021.12.1

10

20

30

40

50

　たばこ含有スラリーおよびたばこ含有スラリーから作られるエアロゾル形成基体を形成
するたばこシートは、たばこ粒子、繊維粒子、エアロゾル形成体、結合剤、および例えば
風味も含む。
【００４２】
　エアロゾル形成たばこ基体は、たばこ材料、繊維、結合剤、およびエアロゾル形成体を
含むたばこシートであることが好ましい。そのたばこシートはキャストリーフであること
が好ましい。キャストリーフは、たばこ粒子、繊維粒子、エアロゾル形成体、結合剤、お
よび例えば風味も含むスラリーから形成される、再構成たばこの一形態である。
【００４３】
　たばこ粒子は、所望のシート厚さおよびキャスティングギャップに応じて、３０マイク
ロメートル～２５０マイクロメートル程度、好ましくは３０マイクロメートル～８０マイ
クロメートル程度、または１００マイクロメートル～２５０マイクロメートル程度の粒子
を有するたばこダストの形態のものであってもよく、そのキャスティングギャップによっ
てシート厚さが規定されることが典型的であり、エアロゾル発生物品の厚さ、または折り
畳まれた物品の場合にはエアロゾル発生物品の厚さの半分に対応することが好ましい。
【００４４】
　繊維粒子には、たばこの幹材料、茎、または他のたばこ植物材料、および低リグニン含
量を有する木質繊維などの他のセルロース系繊維が含まれてもよい。繊維粒子は、低含有
率、例えばおよそ２パーセント～１５パーセントの含有率に対して十分な引張強さをシー
トにもたらすという要求に基づいて選択されてもよい。別の方法として、植物繊維などの
繊維を上述の繊維粒子とともに、または代わりに使用してもよく、これには大麻および竹
が含まれる。
【００４５】
　キャストリーフを形成するためのスラリーに含まれるエアロゾル形成体は、一つ以上の
特性に基づいて選ばれてもよい。機能的には、エアロゾル形成体は、そのエアロゾル形成
体の特定の揮発温度を超えて加熱された時、そのエアロゾル形成体を揮発させて、かつニ
コチンまたは風味剤または両方をエアロゾルの状態で運ぶことを可能にする機構を提供す
る。異なるエアロゾル形成体は典型的には、異なる温度で気化する。エアロゾル形成体は
、例えば室温または室温近くで安定性を保つが、より高い温度、例えば４０℃～４５０℃
で揮発することができるその能力に基づいて選ばれてもよい。エアロゾル形成体はまた、
基体がたばこ粒子を含むたばこ由来の製品で構成されている時にエアロゾル形成基体内に
望ましいレベルの水分を維持するのに役立つ、湿潤剤タイプの特性も有してもよい。特に
、一部のエアロゾル形成体は、湿潤剤として機能する吸湿性材料、すなわち湿潤剤を含有
する基体を湿った状態に保つのに役立つ材料である。
【００４６】
　一つ以上のエアロゾル形成体を組み合わせて、その組み合わせたエアロゾル形成体の一
つ以上の特性を利用してもよい。例えば、有効成分を運ぶトリアセチンの能力とグリセロ
ールの保湿性を利用するためにトリアセチンをグリセロールおよび水と組み合わせてもよ
い。
【００４７】
　エアロゾル形成体はポリオール、グリコールエーテル、ポリオールエステル、エステル
、および脂肪酸から選択されてよく、また以下の化合物、すなわちグリセロール、エリス
リトール、１，３－ブチレングリコール、テトラエチレングリコール、トリエチレングリ
コール、クエン酸トリエチル、プロピレンカーボネート、ラウリン酸エチル、トリアセチ
ン、メソ－エリスリトール、ジアセチン混合物、スベリン酸ジエチル、クエン酸トリエチ
ル、安息香酸ベンジル、フェニル酢酸ベンジル、バニリン酸エチル、トリブチリン、酢酸
ラウリル、ラウリン酸、ミリスチン酸、およびプロピレングリコールのうちの一つ以上を
含んでよい。
【００４８】
　基体を形成するエアロゾル形成基体またはエアロゾル形成スラリーは、蝋または脂肪を
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含有してもよく、この蝋または脂肪は、固体エアロゾル形成基体からの低い温度でのエア
ロゾル形成物質の放出のために添加される。一部の蝋または脂肪は、これらの蝋または脂
肪を含有する固体の基体からエアロゾル形成体が放出される時の温度を下げる能力で知ら
れている。
【００４９】
　たばこ含有スラリーは均質化したたばこ材料を含み、またエアロゾル形成体としてグリ
セロールまたはプロピレングリコールを含むことが好ましい。エアロゾル形成基体は上述
の通り、たばこ含有スラリーで作製されることが好ましい。
【００５０】
　本発明によると、エアロゾル発生装置で使用する平坦なエアロゾル発生物品、特に本発
明による、および本明細書に記載のエアロゾル発生装置で使用する平坦なエアロゾル発生
物品がさらに提供されている。平坦なエアロゾル発生物品はエアロゾル形成基体を備え、
また少なくとも部分的に凸状の外周を有する。平坦なエアロゾル発生物品は、円錐形状へ
と変形可能である。
【００５１】
　エアロゾル発生物品は平坦なエアロゾル形成基体から成ってもよい。エアロゾル発生物
品は、少なくとも保護層を有して提供される平坦なエアロゾル形成基体を備えてもよい。
保護層は、基体から蒸発した物質に対して透過性であってもよく、また典型的には物品の
使用前に取り除かれない。
【００５２】
　特に、エアロゾル形成基体は、たばこ含有エアロゾル形成基体であってもよく、固体の
たばこ含有エアロゾル形成基体であることが好ましい。
【００５３】
　平坦な物品は物品の積み重ねを容易にし、かつ物品の貯蔵と輸送を単純化する。
【００５４】
　平坦なエアロゾル発生物品またはエアロゾル発生物品の積み重ねは、物品（複数可）の
使用の前に取り除かれる包装により包まれる。
【００５５】
　平坦な物品は少なくとも、装置内で物品を整列するための整列開口部を備えてもよい。
少なくとも一つの整列開口部は、例えば中央に配置された開口部、または半径方向に内向
きに延びるスリット、または円周方向に配置されたスリットのうちのいずれか一つ、また
はその組み合わせであってもよい。
【００５６】
　好ましい実施形態において、平坦な物品はディスク形状である。物品は、円によって境
界を与えられたディスクであってもよい。物品は、多角形によって境界を与えられたディ
スクであってもよい。
【００５７】
　物品は回転対称であることが好ましい。
　物品は、場合によっては一つのまたは幾つかの整列開口部を備えるディスクであっても
よい。
【００５８】
　物品は、半径方向に延びるフィン、例えばフィン３枚～５枚を備えるディスク形状であ
ってもよい。平坦な物品を円錐形状へと変形する際、フィンが重なることなく、または折
れ曲がることなく、フィンは互いに隣り合って整列しうる。
【００５９】
　平坦な物品は、平坦な折り畳まれた物品であってもよく、例えば折り畳まれた直円錐ま
たは折り畳まれた錐台であってもよく、例えば円錐台または角錐台の形状の直錐台である
ことが好ましい。取り付け次第、折り畳まれた物品は、折り畳まれていない状態にされ、
また成形型内でその最終的な形状にされる。
【００６０】
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　ディスク形状の平坦な物品の直径は、例えば１０ミリメートル～４０ミリメートルであ
ってもよく、２０ミリメートル～３０ミリメートルであることが好ましい。
【００６１】
　折り畳まれた平坦な物品は、例えば１０ミリメートル～４０ミリメートルであってもよ
く、１０ミリメートル～２０ミリメートルであることが好ましい。
【００６２】
　長方形の平坦な物品は、例えば長さが３０ミリメートル～１００ミリメートルの範囲で
あってもよく、４０ミリメートル～８０ミリメートルであることが好ましく、また幅が５
ミリメートル～４０ミリメートルの範囲であってもよく、１０ミリメートル～２０ミリメ
ートルであることが好ましい。
【００６３】
　平坦な物品は、層状構造を備えてもよい。層状構造は、エアロゾル形成基体を含む少な
くとも一つの層と、エアロゾルが層の中を流れるように適合された開放した層とを備える
。開放した層は多孔性層であってもよい。開放した層は、層内を流れるエアロゾルおよび
気流の所定の一般的な流れ方向を含むことが好ましい。エアロゾルは、物品の長軸方向、
半径方向、または中央方向に沿って流されることが好ましい。エアロゾル形成基体層から
蒸発したエアロゾルは、開放した層内および基体層の輪郭をたどって流れることが好まし
い。開放した層の所定の一般的な流れ方向は、気体状の流体、典型的にはエアロゾル、空
気、蒸発した物質、またはエアロゾル含有空気を、エアロゾル発生装置の出口の方向へ、
例えばマウスピースまたは装置の出口開口部の方向へと導く場合がある。開放した層は、
例えばオープンセル構造を備える発泡体またはセルロースタイプの材料でできていてもよ
い。
【００６４】
　開放した層は、平坦でない形状へと変形した後でも、エアロゾルが物品を通過すること
を可能にする。
【００６５】
　層状構造のさらなる層は、エアロゾル形成基体を含む少なくとも一つの層を覆う保護層
であってもよい。保護層は、基体から蒸発した物質に対して透過性であってもよく、また
典型的には物品の使用前に取り除かれない。保護層は、例えば平坦なエアロゾル発生物品
の頂部層および底部層の形態の紙巻たばこ用紙などの紙の層であってもよい。
【００６６】
　層状構造は、さらなるエアロゾル形成基体層を備えてもよい。
【００６７】
　エアロゾル発生システムは、本発明による、および本明細書に記載の装置ハウジングを
備えるエアロゾル発生装置を備えてもよい。システムは、形状変形可能なエアロゾル発生
物品をさらに備える。システムの準備状態において、変形可能なエアロゾル発生物品は平
坦なエアロゾル形成基体を備える。システムが使用される準備が完了した状態において、
システムは、第一の成形半部および第二の成形半部を形成する装置ハウジング部品の間で
の平坦なエアロゾル発生物品の変形を通して変形された平坦でないエアロゾル形成基体を
備える平坦でないエアロゾル発生物品を備える。装置ハウジング部品を組み立てることに
よって、第一の成形半部と第二の成形半部が閉鎖され、基体が成形されることが好ましい
。形状変形可能なエアロゾル発生物品は、本発明による、および本明細書に記載の平坦な
エアロゾル発生物品であることが好ましい。
【００６８】
　本発明によると、エアロゾル発生システムのためのキットがなおさらに提供されている
。キットは、成形キャビティを備える装置ハウジングを備えるエアロゾル発生装置を備え
る。成形キャビティは、成形型の第一の成形半部と第二の成形半部の間の成形空間に少な
くとも部分的に対応する。第一の成形半部および第二の成形半部は装置ハウジングの内表
面である。成形型は、長軸方向の成形型の延長部、および横方向の成形型の延長部を有す
る。キットは、長軸方向の基体の延長部および横方向の基体の延長部を有する平坦なエア
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ロゾル形成基体を備える平坦なエアロゾル発生物品をさらに備える。平坦なエアロゾル発
生物品は、装置ハウジングの第一の成形半部と第二の成形半部の間の成形キャビティ内に
取り付けられるように構成され、かつ平坦でないエアロゾル形成基体へと変形されるよう
にさらに構成される。その中で、横方向の基体の延長部は横方向の成形型の延長部よりも
大きい、または長軸方向の基体の延長部は長軸方向の成形型の延長部よりも大きい。平坦
でないエアロゾル形成基体は、成形型の閉鎖の際に、成形型内で平坦でない成形空間に対
応する形状を有することが好ましい。
【００６９】
　長軸方向の成形型の延長部は、装置の長軸方向で見られ、また横方向の成形型の延長部
は、装置の横方向で見られる。
【００７０】
　エアロゾル形成基体は、例えば実質的に長方形の形態を有してもよく、また装置ハウジ
ングの成形キャビティの中へと挿入されるように適合されてもよい。成形型の間の成形プ
ロセスを通して、基体の長さまたは幅または長さと幅は、それによって低減され、その結
果、基体の本来の長さまたは幅または長さと幅は、成形型の長さまたは幅よりも大きい場
合がある。これらの実施形態において、装置の構造的な理由により、基体は成形キャビテ
ィより大きくないことが好ましい。
【００７１】
　エアロゾル形成基体は、例えば実質的にディスク形状の形態を有する。ディスク形状の
物品の特定の成形プロセスを通して、基体の横方向の延長部は成形型の横方向の延長部よ
りも大きい場合があり、場合によっては成形キャビティの横方向の延長部よりも大きい場
合があり、または装置ハウジングの直径よりも大きい場合さえある。
【００７２】
　エアロゾル形成基体は、装置ハウジングの横方向の延長部よりも大きい横方向の基体の
延長部を有してもよい。エアロゾル形成基体の横方向の延長部は、例えばエアロゾル形成
基体の直径であってもよく、成形型の横方向の延長部は、装置ハウジングの半径方向に延
び、かつ成形型の直径（例えば、円錐の底面の直径）であってもよい。
【００７３】
　ディスク形状の物品が、円錐や錐台などの錐台を含む形状を有する物品へと変形される
、または折り畳まれた円錐もしくは折り畳まれた錐台が使用される実施形態において、物
品の横方向の延長部または物品の直径は、エアロゾル発生物品を受け入れるための装置ハ
ウジングの成形キャビティよりも大きいことが好ましく、装置ハウジングの直径よりも大
きいことがより好ましい。
【００７４】
　キットのエアロゾル発生装置は、本発明による、および本明細書に記載のエアロゾル発
生装置であってもよい。
【００７５】
　キットのエアロゾル発生物品は、本発明による、および本明細書に記載のエアロゾル発
生物品であってもよい。
【００７６】
　特に、エアロゾル形成基体は、たばこ含有エアロゾル形成基体であってもよく、固体の
たばこ含有エアロゾル形成基体であることが好ましい。
【００７７】
　本発明を実施形態に関してさらに説明し、それらの実施形態を下記の図面によって例示
する。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】図１はディスク形状のエアロゾル形成基体を示す。
【図２】図２は図１の形状変形された基体を示す。
【図３】図３は三つ葉状のエアロゾル形成基体を示す。
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【図４】図４は図３の形状変形された基体を示す。
【図５】図５は他のディスク形状のエアロゾル形成基体を示す。
【図６】図６は他のディスク形状のエアロゾル形成基体を示す。
【図７】図７は折り畳まれた円錐状のエアロゾル形成基体および折り畳まれていない円錐
状のエアロゾル形成基体を示す。
【図８】図８は折り畳まれた円錐状のエアロゾル形成基体および折り畳まれていない円錐
状のエアロゾル形成基体を示す。
【図９】図９はエアロゾル発生装置を図示する。
【図１０】図１０は図９の装置の成形キャビティの拡大図である。
【図１１】図１１はディスク形状の基体の成形プロセスを図示する。
【図１２】図１２は折り畳まれた基体の成形プロセスを図示する。
【図１３】図１３は三枚ブレードの基体の成形プロセスを図示する。
【図１４】図１４は整列要素および接続要素を含むディスク形状の基体の成形プロセスを
図示する。
【図１５】図１５は図１４の成形キャビティの拡大図である。
【図１６】図１６は他の整列要素および接続要素を備えるマウスピースおよび本体部分の
成形キャビティの拡大図である。
【図１７】図１７は図１６の成形キャビティ内の三枚ブレードの基体の成形プロセスを図
示する。
【図１８】図１８は磁気的な整列要素および接続要素を備えるマウスピースおよび本体部
分を示す。
【図１９】図１９は磁気的な整列要素および接続要素を備えるマウスピースおよび本体部
分を示す。
【図２０】図２０は装置の本体部分の成形半部としての突出した円錐を有する折り畳まれ
た物品の成形プロセスを図示する。
【図２１】図２１はディスク形状のエアロゾル発生物品のための中央に配置された整列要
素および接続要素を備えるマウスピースおよび本体部分を示す。
【図２２】図２２は起伏のあるシートおよびリッド付きの装置ハウジングを有するエアロ
ゾル発生装置を示す。
【図２３】図２３は開放した層状のエアロゾル形成基体の断面を示す。
【図２４】図２４は開放した成形型表面を有する円錐状の成形半部を有するマウスピース
の実施形態を図示する。
【図２５】図２５は開放した成形型表面を有する円錐状の成形半部を有するマウスピース
の実施形態を図示する。
【図２６】図２６は開放した成形型表面を有する逆円錐状の成形半部を有するマウスピー
スの実施形態を図示する。
【図２７】図２７は開放した成形型表面を有する逆円錐状の成形半部を有するマウスピー
スの実施形態を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００７９】
　図１に示す平坦なエアロゾル発生物品は、エアロゾル形成基体のディスク１０であり、
たばこ含有キャストリーフから切り取られたディスクであることが好ましい。対応するエ
アロゾル発生装置の成形型において、平坦なディスク１は、図２に図示されるように、星
状の底面２００を有する角錐２０へと変形される。成形型の星状の形態は、基体内にしわ
および折り目を生じることなくディスクを変形させることを可能にする。
【００８０】
　図３に示される平坦な物品は、三角形状の切り抜き１１１によって分離され、かつディ
スク１１の中央で接続された三枚のブレード１１０を備える三枚ブレードディスク１１で
ある。対応する成形型形状によって、三枚ブレードディスク１１は、スリット付き側壁２
１を備える円錐へと形成されている。図４では、円錐の側面は閉鎖されない。しかし、切
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り抜き１１１の元のサイズ、および物品２１が形成される成形型の形態に依存して、二枚
の隣り合うブレード１１０は、直円錐を形成する成形後に、同一平面上に配置されるよう
になりうる。基体を加熱するために幾つかの発熱体が使用される場合、ディスク１１の一
つのブレード１１０を一つの発熱体によって加熱することが好ましい。物品は、ブレード
１１０の間のスリットが発熱体の間に配置されるように、成形型内に位置付けられること
が好ましい。
【００８１】
　以下に図示されるように、ディスク１１の切り抜き１１１はまた、装置内での物品の位
置付け手段および整列手段としても機能する場合がある。
【００８２】
　図５および図６は、図１のディスク１０であるが、位置付け手段および整列手段を有す
るものを示す。図５では、ディスク１０を受け入れるためのキャビティ内の対応する中央
に配置されたピンと相互作用するように、中央に配置された開口部が提供されている。図
６では、三つの半径方向に内向きに延びるスロット１１３は、ディスク１０の周囲に沿っ
て等距離で配置されている。例えば、スロット１１３は成形半部の周囲に配置された３本
のピンと相互作用してもよい。
【００８３】
　図７および図８は折り畳まれた錐台１３の形態の折り畳まれた平坦なエアロゾル発生物
品および折り畳まれていない平坦なエアロゾル発生物品の実施例を示す。物品は基本的に
円錐状であり、平坦な頂部１３０を有する。頂部１３０は、閉鎖されていてもよく、また
は開放されていてもよく、例えば成形キャビティ内で物品を整列するように機能してもよ
い。
【００８４】
　図９はエアロゾル発生装置を示す。装置は、本体部分５と、出口開口部４２を備えるマ
ウスピース部分４とを備える。装置は、実質的にロッド状であり、実質的に円形の断面を
有する。装置の本体部分５は、例えば電池などの電源、および装置の加熱を制御するため
の電子機器を備えてもよい。本体部分５には、装置を起動する（例えば、加熱を開始する
）ための起動ノブ５１が提供されている。
【００８５】
　図９では、本体部分５は、本体部分５の内表面によって形成される第一の成形半部５０
を備える。第一の成形半部５０は、エアロゾル発生物品を受け入れるための成形キャビテ
ィの一部を形成する。マウスピース部分４は、マウスピース部分４の内表面によって形成
された第二の成形半部４０を備える。第一の成形半部および第二の成形半部は、相互に対
応し、かつ星状の底面を有する角錐として形成されている。第一の成形半部５０は、星状
の逆角錐の形態を有し、また第二の成形半部４０は、対応する星状の角錐の形態を有する
。
【００８６】
　図１０では、成形半部がより詳細に示されている。エアロゾル発生物品の部分を加熱す
るために、第一の成形半部５０内に幾つかの別個の発熱体６が提供されている。発熱体６
は、第二の成形半部４０を形成する星状の角錐の背部４１の逆に対応する中間セクション
５１によって分離されている。
【００８７】
　図１１では、図１０の装置での成形プロセスと、平坦なエアロゾル形成基体を平坦でな
いエアロゾル形成基体へと変形させるプロセスとが、星状の角錐２０へと変形されるディ
スク１０の実施例を用いて示されている。平坦なディスク１０は、マウスピース部分４と
本体部分５の間に配置されている。装置の組立に対応する成形型の閉鎖の際、ディスク１
０は、第一の成形半部５０と第二の成形半部４０の間の成形空間により形成されている。
【００８８】
　使用後、装置は分解されてもよく、成形型は開放され、また使用された基体２０は適宜
に成形型および装置から取り出されてもよい。図１１に最もよく図示されるように、ディ
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スク１０は、装置の本体部分５およびマウスピース部分４の直径よりも大きい直径を有す
る。ディスク１０の直径は、本体部分５の直径の約１．５倍である。
【００８９】
　図１２では、折り畳まれたエアロゾル発生物品の変形が図示されている。物品は折り畳
まれた円錐１３から折り畳まれていない円錐２２へと変形される。マウスピース４と本体
部分５との組み立ての際に、円錐状の第一の成形半部４０の先端は、円錐１３の折り畳ま
れた底面の中へと挿入されることによって円錐を開放する。本体部分の第一の成形半部５
０は、物品２２を受け入れるために、逆円錐形状を有する。第一の成形半部５０および第
二の成形半部４０は、閉鎖された時、円錐状の成形空間を成す。折り畳まれた状態にある
物品は、円錐１３の底面の折り畳まれた幅に対応する横方向の延長部を有し、この横方向
の延長部は成形型の直径よりも大きい。円の幾何学的形状によると、折り畳まれた円錐１
３の横方向の寸法は、成形型の底面の直径の約１．５倍である。
【００９０】
　発熱体６は、第二の成形半部５０の逆円錐の壁に沿って配置されており、また明るい色
の三角形によって隔てられた暗い色の三角形によって示されている。
【００９１】
　図１３は、図１２に示されるものと同一の装置内での、図３および図４の三枚ブレード
ディスク１１の成形プロセスを図示する。
【００９２】
　図１４では、図６に示される整列スロット１１３を備えるディスク１０の整列および変
形が図示されている。三つのペグ５５が本体部分５の近位端の周囲に沿ってリム５６上に
規則的に配置されている。ディスク１０を、本体部分５の上へと第一の成形半部５０を覆
って平らに置いて、ペグ５５がスロット１１３の中へと延びるようにする。スロット１１
３の長さは、ペグ５５が配置されているのと同一の円（虚円）に対応する円（虚円）に沿
って配置されるように選択されることが好ましい。しかし、整列のために、スロット１１
３はまた、ディスク１０の中央の方向へとさらに延びる場合もある。
【００９３】
　変形の際、すなわち基体を第二の成形半部５０の中へと押し込む際、ディスク２０はス
ロット１１３によってペグ５５に沿って案内され、成形の際に成形型内のディスク１０の
回転変位を防止する。
【００９４】
　図１４の装置は基本的に、図１１の装置に対応するが、整列ペグ５５が提供されている
。ペグ５５は、装置内でディスク１０を整列するためだけでなく、組み立ての際にマウス
ピース部分４と本体部分５とを整列するためにも機能する。図１５で見られうるように、
マウスピース部分４の遠位端は、本体部分５のペグ５５に対応する三つのボアホール４５
を備える。組み立てられた時、組み合わせたペグ５５と穴４５は、マウスピースと本体部
分の相対的な回転を防止する。ペグ５５と穴４５はまた、接続要素としても機能する場合
がある。これらは、マウスピース４と本体部分５の分解のために克服されなければならな
いある一定の力を提供するぴったりとした嵌合として設計されてもよい。
【００９５】
　図１６および図１７は、本体部分５の長軸方向に突出する長軸方向リム円弧５６の形態
の整列要素の別の実施例を示す。
【００９６】
　マウスピース４には、対応する細長い陥凹部４６が提供されている。
【００９７】
　こうした整列要素は、成形型に被せた、および成形型の中の三枚ブレードディスク１１
（例えば、図３に示されているもの）の整列を支持するために特に適している。こうした
整列要素は、個々の発熱体上のディスク１１のブレード１１０、および発熱体間のブレー
ド１１０の間の空間１１１の整列を支持する場合がある。こうして、成形型の中のエアロ
ゾル形成基体の加熱は、最適化される場合がある。
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【００９８】
　ブレード付きディスク１０に与えられるブレード１１０の量により、リム円弧５６の量
とサイズが適合されてもよい。
【００９９】
　リム円弧５６および対応する陥凹部４６は、装置のための接続要素として機能する。
　図１８および図１９は、磁気的手段の形態の整列要素および接続要素を示す。マウスピ
ース４および本体部分５には、磁気的な点接続４７、５７が提供されている。
【０１００】
　マウスピース４は、点接続４７、５７の上が見えるように半透明の方法で引っぱられる
。
【０１０１】
　マウスピース４および本体部分５が一緒になると、二つの部品が整列および接続するよ
うに、これらを相互に対して方向付けるために磁気的引力が機能する。点接続４７と点接
続５７の間の磁気力に応じて、二つの部品を分離するための引張力は調節される場合があ
る。マウスピース４および本体部分５の方向付けまたは分離のために、磁気的接続４７、
５７の接続を外すように二つの部品を回転してもよい（矢印によって示されている）。
【０１０２】
　図２０および図２１は、本体部分５の第一の成形半部５０が、本体部分５の近位端から
突出する本体部分の内表面によって形成される実施形態を示す。第二の成形半部４０（図
２０に図示せず）は、対応する陥凹部をマウスピース部分４内に形成する。
【０１０３】
　図２１では、突出する星状の角錐の形状の第一の成形半部５０は、中央に配置された位
置付けペグ５８を有して提供されている。中央に配置されたペグ５８は、中央に配置され
た開口部を備えるエアロゾル発生物品を、第一の成形半部上で位置付けるおよび整列する
ように機能する。こうした物品は、例えば図５に図示されたディスク１０であってもよい
。第二の成形半部４０は、ペグ５８を挿入するための中央穴４８を備える。中央ペグ５８
および中央穴４８はまた、マウスピース４および本体部分５のための接続要素としても機
能する。
【０１０４】
　図２２では、平坦なストリップから波型のシート２０を成形するためのエアロゾル発生
装置の実施例が示されている。装置の本体部分５は、リッド６を備えるボックス５４の形
態を有する。リッド６は基本的に、ボックス５４の頂部を形成し、またボックス５４にヒ
ンジで接続される。平坦なエアロゾル発生物品を受け入れるための成形キャビティは基本
的に、ボックス５４の長さおよび幅全体にわたって延びる。リッド６の内表面には、第二
の成形半部４０を形成する一連の垂直に配置された起伏４６が提供されている。ボックス
５４の内表面には、第一の成形半部５０を形成する対応する起伏５６が提供されている。
リッド６を閉鎖すると、起伏のあるシート２０の中へと平坦な基体が形成される。
【０１０５】
　図２３は、開放した層状の平坦なエアロゾル発生物品の断面を示す。物品は、エアロゾ
ル形成基体の層１５０、好ましくはたばこ含有キャストリーフの層を備える。第二の層１
５１は、開放した層、例えばメッシュ配置である。開放した層１５１は、基体が平坦でな
い物品へと変形された後でも、空気と、エアロゾルまたは基体１５０から蒸発した物質と
が、エアロゾル発生物品の内側に、および開放した層１５１の中へと入ることを可能にす
る。物品には外側の紙の層１５２（例えば、紙巻たばこ用紙）が提供され、これは開放し
た層１５１の上に、およびエアロゾル形成基体層１５０の下に提供されている。物品の厚
さは２ｍｍ～５ｍｍの範囲内であってもよい。
【０１０６】
　紙の層１５２の厚さは、各々０．０５ｍｍ～０．２ｍｍであることが好ましい。
【０１０７】
　エアロゾル形成基体層１５０の厚さは、０．５ｍｍ～２ｍｍであることが好ましい。
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　開放した層１５１の厚さは、１．５ｍｍ～３ｍｍであることが好ましい。
【０１０９】
　開放した物品１５の厚さは、例えば図１に示されるようなエアロゾル形成基体の単一の
シートの厚さと同一であることが好ましい。
【０１１０】
　図２４～図２７は、マウスピース部分４の中の流量管理の実施形態を示し、第二の成形
半部は突出する円錐（図２４および図２５）として具体化されており、また第二の成形半
部は陥凹部（図２６および図２７）として具体化されている。
【０１１１】
　すべての実施形態において、成形型表面は多孔性であるかまたは開口部が提供され、エ
アロゾルまたは成形型内の加熱されたエアロゾル形成基体から蒸発した物質は、第二の成
形半部の表面を通過してマウスピースの中へと入ってもよく、かつマウスピースの近位端
に配置された出口開口部４２を介して装置を離れてもよい。
【０１１２】
　すべての実施形態において、空気７０は、環境から一つまたは幾つかの入口開口部８１
を通ってマウスピースの中へと引き出される。一つのまたは幾つかの入口開口部８１は、
マウスピース４の接続リム８０の周りに位置している。
【０１１３】
　図２４では、気化した物質またはエアロゾル７１は、突出する円錐の多孔性表面４００
を通過して円錐の内部８５へと入る。半径方向に内向きに流れる気流７０は、円錐の内部
８５内でエアロゾル７１を捕える。混合流７２は、マウスピース４内で中央に配置された
導管８２を通って下流方向に向かい、および出口開口部４２でマウスピースを離れる。
【０１１４】
　図２５では、突出する円錐の内部は、中央に配置された導管が提供された第二の円錐状
の要素８３を備える。第二の円錐状の要素８３は、中央に配置され、かつ第二の円錐状の
要素８３と円錐表面４００の間にチャネル８４を形成するように配置されている。入って
くる気流７０は、チャネル８４内の接続リム８０内の開口部８１から、突出する円錐の頂
部に対して、および中央導管８２を介して、マウスピース４の出口開口部４２に向かう。
チャネル８４内で、気流７０はエアロゾル７１を捕える。
【０１１５】
　図２６では、気化した物質またはエアロゾル７１は、陥凹した円錐の多孔性表面４００
を通過して、中空のマウスピース４の内部８６へと入る。接続リム８０内の開口部８１で
マウスピース４に入った気流７０は、下流へ流れ、マウスピースの内部８６内でエアロゾ
ル７１を捕える。混合流７２は、マウスピース４の近位領域内に中央に配置された短い導
管８７の中を通るように集められ、および出口開口部４２でマウスピース４を離れる。
【０１１６】
　図２７では、チャネル８４は、開放した円錐表面４００に沿ってマウスピース４の内部
８６内に配置されている。気流７０は、接続リム８０内の開口部８１から、チャネル８４
の内側のマウスピース４の中へと、中央に配置された導管８２に対して向かい、かつマウ
スピース４の出口開口部４２に向かう。
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